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議員全員協議会会議録 

１ 開会日 
 平成２８年 ９月２９日  午後 １時３０分 開会 

              午後 ３時３０分 閉会 

２ 場 所 第１委員会室 

３ 出席議員 吉川重雄  坂田よう子 竹内恵美子 関 威國 

三澤龍夫  奥津勝子  二宮加寿子 清田文雄 

玉虫志保実 片野哲生  高橋英俊  鈴木京子 

渡辺順子  柴崎 茂 

４ 説明員 町側出席者 

中﨑町長  栗原副町長  藤家教育長 

仲手川政策総務部長  森田参事（地域総合戦略担当） 

岩本教育部長  植地福祉課長  齋藤地域福祉係長 

山口スポーツ健康課長  佐宗スポーツ推進係長 

藤本政策課長  二梃木都市建設部長  作古都市計画課長   

高塚都市計画課主査  大槻総務課長 

５ 職務のため

出席し

た職員 

 局  長 増尾克治 

 書  記 波多野昭雄 

６ 協議等の事項 

（１）議会報告会について 

（２）その他 

７ その他 

   一般傍聴 なし 
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（１）町長あいさつ 

   次の２件について、お知らせを受けた。 

   ① 年金生活者等支援臨時福祉給付金について 

     ８月 16 日に申請の受付を終了した。申請件数は 2,077 件で 7,395 万円

を支給決定した。 

 

   ◎主な質疑 

     問： 町の該当者は全体で何件か。 

     答： ５月に 2,368 件に郵送した。  

 

   ② 「大磯チャレンジフェスタ 2016～つなごう「健康」の輪～」の開催に

ついて 

     10 月２日日曜日にスポーツ健康イベントとして１７の協力団体、54 社

の協賛により開催する。会場は大磯運動公園と万台こゆるぎの森の中に

ある星槎湘南大磯キャンパスで開催する。 

 

   ◎主な質疑 

    問： テニスコートの施設の利用はどうか。 

    答： 教室を開催する。打ちっぱなしは卓球で使用する。空いていると 

きは、自由に開放する。 

問： テニス教室の時間申し込み等具体的なものの周知は。 

答： 広報９月号で周知している。種目別のリーフレットを作成し、学 

校と回覧で行っている。 

 

（２）町報告事項 

   ① 学校法人国際学園によるコミュニティＦＭ放送局について 

     平成 29 年１月から、学校法人国際学園により大磯町・二宮町・中井町

をエリアとするコミュニティＦＭ放送局を開設する旨の説明があった。 

 

   ◎主な質疑 

    問： 学校法人国際学園が行うのか。 

    答： 学校法人が運営する。 

    問： 学校法人が運営できるのか。 

    答： 所管省庁の総務省と事前の調整協議を行い、学校法人の運営の許 

可が下りる予定である。全国では大学が行っている事例がある。 

問： 万台を借りるに当たり、町民へのラジオの配布があったが。 

答： コミュニティ放送局の開局は当初からあった。二宮、中井をエリ 

アとする。ラジオの配布の話はない。 

 問： 放送内容の調整はどうか。 

 答： 番組編成委員会の設置が必須で、その中で調整していく。 

 問： 番組編成の自治体の調整で事務の煩雑さはないか。 
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 答： ３町の開局は珍しい。番組編成委員会で煩雑にならないよう情報 

を密にして、３町連携して協議する。 

問：  防災ラジオの代わりが出来るように防災の発信はどうか。 

答：  コミュニティＦＭは東日本大震災の時に、地元の情報を有効に活 

   用して使われた。防災の活用、住民利用してもらうように話をして 

   いる。町民が困ることの無いように調整をしていく 

 

   ② 大磯町用途地域指定基準の策定について 

     「大磯町まちづくり基本計画」の改訂を受けて、「大磯町用途地域指定

基準」を策定した旨の説明があった。 

  

◎主な質疑 

    問： 一部地域で見直しをするところはどこか。 

    答： ＮＣＲの跡地である。 

    問： ＮＣＲの跡地は動いていない。具体的に今分かっているのは、商 

業施設で大店舗法の規制との関係はどうか。 

答： 現状工業地域なので１万平方メートル以上は建築できないので緩 

和する。緩和だけでは不公平になるので別の規制、土地利用の方向 

性を検討する。 

問： 第１種住居専用地域で条例を使って不特定多数の建物の出来るよ 

うになったが、この基準があったら条例の手続きは必要か。 

答： 特別用途地域を定めた条例とは別である。 

問： 土地利用の転換でなく土地利用の方針を見直す時の技術的基準で 

ある。土地利用の用途の変更はまちづくり基本計画である。 

問： 町民の利便性のため周知はどうか。 

答： 周知は官報で行われたので、町は行わない。町が権限を持った。 

土地利用の県の技術基準を町が行うためのものである。 

問： ６月議会で計画を改訂する前にもっと早く出して欲しかった。県

の基準そのままで町独自ものはあるのか。 

答： 用途地域の変更がなければこの基準は使わない。用途地域を変更 

することを盛り込んだので、変更するときの準備でツールである。 

 問： まちづくり基本計画を変更し用途地域を変更出来るようにしたの 

か。 

 答： この基準を作ったから出来るのではなく、運用するための基準で 

ある。 

※議長から「もう一度委員会等で説明し理解を深めることで進める。」と 

の提案を受け、総務建設常任委員会委員長に確認し、そのように進め 

ることで決定した。 

  

（３）各委員会等の行事報告・予定について 

  「各委員会等の行事報告・行事予定」の配布により説明は省略。 
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（４）報告事項 

   ①委員長等からの報告 

    ○福祉文教常任委員会の概要・・・二宮委員長 

     ９/５（委員会）（陳情第８・９・11 号の審査） 

    ○議会だより編集委員会・・・渡辺委員長 

     ８/25（前号の反省・第 184 号の編集日程・題字の選定・今後の編成方 

         針) 

          ９/５（第 184 号の割付、記事分担） 

     ９/13（第 184 号の編集方針） 

    ○決算特別委員会の概要・・・関委員長 

     ９/15・９/16・９/20・９/21・９/23（平成 27 年度決算審査） 

   ②監査委員からの報告・・・高橋監査委員 

   ③農業委員からの報告・・・竹内委員 

   ④８/19 神奈川県町村議会議長会 なぎさブロック会議・・・吉川議長 

   ⑤８/22 行政視察（福岡県みやま市（エネルギー政策））・・・渡辺議員 

⑥その他 

  なし 

 

（５）協議事項 

   ①議会報告会について 

     報告時間、報告事項、班編成、班の担当、準備資料、周知方法等につ

いて決定した。 

   ②その他 

     なし 

 

（６）事務局からの報告 

   ①視察の受け入れについて 

10 月６日（木）に愛媛県内子町議会が議会活性化の取組みを視察する 

ために来庁する。 

10 月 11 日（火）に愛知県町村議会議長会が議会活性化の取組みを視察 

するために来庁する。 

10 月 31 日（月）に大分県日出町議会が地域防災計画について視察する 

ために来庁する。 

11 月７日（月）に山口県熊毛郡議会議長会が議会基本条例制定の効果、 

議会報告会の実情について視察するために来庁する。 

11 月８日（火）に北海道釧路町村議会議長会が議会活性化の取組みを 

視察するために来庁する。 

②町村議会議員研修会について 

     11 月 18 日（金）に大井町生涯学習センターホールにおいて、県内町村

議会議員を対象にした研修会や自治功労者表彰式が開催されるので、出

席を予定してほしい。 



 

5 

   ②その他 

     マイナンバーの資料提出のお願いをした。10 月 17 日の全協終了後、11

月３日に郷土資料館がリニューアルオープンするので、現地見学を行う。

また、11 月 15 日の全協終了後、地域密着型サービス介護施設の現地見学

を行う。 

 

（７）その他 

   ・次回の議員全員協議会は、10 月 17 日（月）午後１時 30 分からの予定 

 

 

  


